
東京カンテイ プレスリリース / 地方圏 新築・中古マンションの管理会社ランキング      2026 年 7 月 30 日 

  
本プレスリリースに関するお問い合わせ先： （株）東京カンテイ 市場調査部 

※本記事の無断転用を禁じます 

 
 

 

●新築マンションの管理会社ランキング 

地方 4 道県（北海道・宮城県・広島県・福岡県）の新築マンションにおいて、売主が大手デベロッパーである物件の

管理会社ランキングを見ると、2010 年竣工の 1 位は「大京アステージ」で 680 戸だった。北海道を除く 3 県の物件

で管理を受託しており、2 位以下の戸数と大きく差をつけている。地方 4 道県では、赤字で示した管理会社だけで

なく各地域での事業展開に特化した会社がランクインしている点が特徴である。「大京アステージ」は 2025 年竣工

物件でも１位となり、「長谷工コミュニティ九州」が 2 位につけた。「長谷工コミュニティ九州」は、福岡県にあった管

理会社から事業を譲り受けるために設置された由来のためか、現在も別会社として運営されている。 

大手デベロッパー以外の物件における管理会社ランキングを見ると、2010 年竣工物件では「合人社計画研究所」

が２位となった。同社は広島市に拠点を置く独立系の管理会社であり、管理物件も広島県と福岡県で構成されて

いる。3 位の「ダイイチ合人社建物管理」のように、さまざまな会社と提携したグループ会社が各地に存在している。

2025 年竣工の物件におけるランキングでは、「穴吹コミュニティ」が 1 位となった。管理物件は全て広島県にあり、

合併した「グランドアメニティ」の系譜とみられる。 

東京カンテイ、地方圏における管理会社ランキングと管理費の推移を発表 

2025 年の新築・大手デベの物件では「大京アステージ」が首位 

中古マンションは管理費の段階的な上昇に対し、管理会社の変化なく受け入れる姿勢も 
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中古マンションにおける管理会社の変遷を見ていく。2010 年の竣工時から 2025 年の期間まで、組織再編による

変動などを除いて、ランキングに目立った変化はない。ただし 1 位の「大京アステージ」は、2011 年～2015 年に戸

数が減少している。福岡市の物件において、同期間から地元の管理会社へ移行したようだ。竣工時の㎡管理費は

坪単価に対して高い水準ではなかったものの、移行後に大きく下落した。 

大手デベロッパー以外の物件では、2011 年～2015 年に「穴吹コミュニティ」が 1 位となった。「合人社計画研究所」

は全期間を通して 1～4 位と高い順位を維持している。2016 年～2020 年には「日本ハウズイング」が戸数を大きく

伸ばして 4 位につけた。100 戸以上のタワーマンションなどの管理を新たに受託。同社への管理移行後も、㎡管理

費に目立った変動はない。2021 年～2025 年は「日本ハウズイング」の戸数がさらに増加した。100 戸以上のタワ

ーマンションの管理を新たに受託。竣工時の㎡管理費が坪単価に対してやや高めに設定されていたが、従前の管

理会社の時代に下落している。同社へ管理が移行してからの㎡管理費の下落は確認できておらず、管理内容な

ど管理費以外の点で見直しを図ったものとみられる。期間を通した ㎡管理費の変動に関しては、100 戸以上の物

件において段階的に上昇していく事例が見られた。竣工時は坪単価に対して㎡管理費がかなり低く設定されてい

たこともあってか、上昇していく中でも管理会社は変わらなかった。 

 

●2010 年竣工物件における管理会社ランキングの変遷 
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地方圏において、1 ㎡あたりの管理費と対坪単価比を算出した。主要エリアでは全体として㎡管理費の上昇傾向

が確認できたことに加え、地域ごとに特徴的な数値も見られた。 

2025年の数値を見ると、新潟県と新潟市の㎡管理費・対坪単価比が突出している。これは新潟駅周辺に位置する

商業施設「万代シテイ」にて 50 年に 1 度の再開発が進み、2 つのタワーマンションの供給があったことによるもの

だ。この 2 物件はいずれもゲストルーム付き、24 時間有人管理のハイグレード管理体制を採用しており、対坪単

価比の㎡管理費が 1.30 というのも相応の設定と言えよう。 

岡山県と岡山市でも、2010 年や 2015 年と比べ対坪単価比の上昇を確認できた。もともとの㎡管理費が低く設定さ

れていたことが原因とみられ、適正な管理費水準へ推移しているものと予測する。北海道と札幌市では㎡管理費・

マンション坪単価とも 2010 年比でほぼ倍となった。ロードヒーティングなどの寒冷対策により管理費も高くなると見

込まれたが、今回の調査で他の地方都市と変わりがないことが分かった。対して熊本県と熊本市の㎡管理費は

2010 年比、2020 年比のいずれにおいても下落しており、マンション坪単価が上昇していることとは異なる動きを見

せている。2025 年の対坪単価比は熊本県で 0.61、熊本市で 0.53 とかなり低い水準である。何らかの地域特性が

反映されている予測もできる。 

●新築マンション 主要エリア別の㎡管理費＆坪単価 


